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セレモニーでの記念撮影

臨
時
総
会
・
新
規
加
盟
町
村

承
認
セ
レ
モ
ニ
ー

基

調

講

演

町
内
現
地
視
察

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

ま
つ
ざ
き
開
催
！

ｉｎ

臨
時
総
会
で
は
、
北
海
道
清
里

町
、
北
海
道
中
札
内
村
、
青
森
県

作
井
村
、
青
森
県
弘
前
市
岩
木
の

４
地
域
の
新
規
加
盟
が
承
認
さ
れ
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
各
地
域
の
代
表
者
が
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
宣
言
を
行

い
、連
合
会
長
、副
会
長
か
ら
サ
ッ

シ
ュ
（
た
す
き
）
と
認
定
証
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
歩
み
を
踏
ま
え
て
「
画
一

的
な
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
時
代
は

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
加

盟
町
村
の
持
つ
多
様
性
が
新
し
い

時
代
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
各
加
盟
町
村

が
個
性
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
は
町
民
を
は
じ
め

県
の
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格

の
あ
る
邑
」
関
係
者
等
、
多
く
の

皆
様
が
傍
聴
に
訪
れ
、フ
ェ
ス
テ
ィ

月
６
日
（
木
）
か
ら
８
日

１０
（
土
）
に
か
け
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６

ま
つ
ざ
き
が
開
催
さ

in

れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
運
動
に
取
り
組

む
加
盟
町
村
や
地
域
、企
業
サ
ポ
ー

タ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深

め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
全
国

の
町
村
・
地
域

５７

等
か
ら
約
３
０
０
人
の
皆
様
が
来

町
し
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、
川

勝
平
太
静
岡
県
知
事
に
よ
る
「
美

し
い
村
づ
く
り
か
ら
美
し
い
国
づ

く
り
へ
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
知
事
は
、
松
崎
町

の
「
蔵
ら
」
や
「
桑
葉
茶
」
の
取

り
組
み
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
し
い

村
、
明
治
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
の

バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
松
崎
小

学
校
１
・
２
年
生

人
に
よ
る

７０

「
松
崎
の
長
八
さ
ん
」
が
披
露
さ

れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
る
姿
に

会
場
は
和
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
視
察
は
、
長
八
美
術
館
、

重
文
岩
科
学
校
、
桜
葉
漬
け
工
場

を
巡
る
コ
ー
ス
や
「
道
の
駅
」
花

の
三
聖
苑
、旧
依
田
邸
を
巡
る
コ
ー

ス
、
ジ
オ
ク
ル
ー
ズ
や
石
部
棚
田

を
巡
る
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を
受
け
、

町
の
歴
史
や
海
山
の
自
然
、
地
域

づ
く
り
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
地
地
区
で
の
お
出
迎

え
、
コ
ー
ス
の
各
所
で
は
伊
豆
文

サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
岩
科
女
性
会
、

石
部
女
性
会
、
ま
ち
づ
く
り
や
ろ

う
じ
ゃ
協
議
会
の
皆
様
に
よ
る
特

産
品
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
や
花

の
会
に
よ
る
花
飾
り
が
行
わ
れ
、

参
加
者
一
同
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

静岡県知事による基調講演

石部棚田でのおもてなし

葛
花
の
会
に
よ
る
花
飾
り
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８
日
の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
連

合
学
習
会
は
、
静
岡
大
学
の
藤
本

穣
彦
准
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
「
こ
れ
か
ら

年
の
美
し

１０

い
村
運
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

町
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い

て
紹
介
し
た
後
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
石
部
棚
田
の
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
有
馬
稔
さ

ん
か
ら
は
、
棚
田
保
全
活
動
に
お

け
る
人
材
確
保
の
難
し
さ
や
定
住

に
つ
い
て
の
課
題
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
と
し
て
石
部
棚
田

の
保
全
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
常

葉
大
学
４
年
の
青
木
日
向
子
さ
ん
、

堀
井
梓
左
さ
ん
か
ら
は
、
棚
田
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
ほ
か
、

「
い
っ
ぷ
く
亭
」
や
「
青
空
マ
ル

シ
ェ
」
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

連
合
の
企
業
会
員
で
あ
る
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
㈱
の
柳
原
公
揮
さ
ん
か

ら
は
、
松
崎
町
の
「
ふ
れ
あ
い
と
ー

ふ
や
。」
を
拠
点
と
し
た
、
企
業
と

行
政
、
住
民
の
連
携
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

松崎高等学校での全体交流

これからの１０年に向けたパネルディスカッション

全
体
交
流
会
は
、
松
崎
高
等
学

校
体
育
館
で
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓

の
勇
壮
な
演
奏
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
開
会
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
町
健
康
づ
く
り
食

生
活
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
、
野

ぎ
く
の
会
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
太
陽
女
性

部
、
ま
ち
づ
く
り
や
ろ
う
じ
ゃ
協

議
会
や
商
工
会
の
皆
様
に
よ
り
、

キ
ミ
ナ
ゴ
や
ひ
じ
き
、
サ
ザ
エ
、

伊
勢
海
老
を
使
っ
た
料
理
や
松
崎

ブ
ラ
ン
ド
品
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
石
部
区
の
皆
様
に
よ
る

餅
つ
き
で
は
、
連
合
会
長
に
も
参

連
合
学
習
会

加
い
た
だ
き
、
交
流
会
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
交
流
会
に
は
、
美
し
い

伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
に

よ
り
、「
食
の
祭
典
」
と
し
て
、
７

市
６
町
の
特
産
品
ブ
ー
ス
を
設
置

す
る
と
と
も
に
連
合
加
盟
の
地
域

か
ら
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
饅
頭
、

日
本
酒
、
焼
酎
等
、
多
く
の
商
品

を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浜田連合会長も参加した餅つき７市６町ブース

全
体
交
流
会

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

会
場
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
浜
田
会
長
（
北
海
道
美
瑛
町

長
）
は
、『
こ
れ
ま
で
の

年
は

１０

「
世
界
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

や
有
識
者
と
の
連
携
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
充
実
・

発
展
（
ス
テ
ッ
プ
）
の

年
と
し

１０

て
、
①
日
本
の
文
化
的
財
産
を
守

り
発
展
さ
せ
る
、
②
地
域
の
資
源

を
守
る
（
食
・
文
化
・
美
し
さ
）、

③
地
域
に
住
む
人
が
豊
か
な
地
域

を
自
分
た
ち
が
作
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
国
、
県
、
企
業
、
大
学

等
と
の
連
携
を
強
化
し
た
、
新
し

い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
仕
組
み
が

重
要
で
あ
る
』
と
述
べ
ま
し
た
。

３
日
間
に
わ
た
る
大
き
な
行
事

で
し
た
が
、
準
備
段
階
か
ら
町
民

を
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通

し
て
、
全
国
の
加
盟
町
村
や
地
域
、

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
に
松
崎

町
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
の
魅
力
を

お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
の
交
流
を
通
じ
て
互

い
に
学
び
、
つ
な
が
り
を
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
を
契
機

に
、
町
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
加
盟
し
た
意
味
を
改

め
て
考
え
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
目
指
す
、
自
ら
の
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、将
来
に
わ
た
っ

て
美
し
い
地
域
づ
く
り
、
住
民
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４
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松崎町代表チーム
登録選手決定！

県
内

市
町

チ
ー
ム
が
参
加

３５

３９

し
、
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

１７

伝
競
走
大
会
が

月
３
日（
土
）、静

１２

岡
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
、
草
薙
陸
上

競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

区
間

11

・
１
９
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

４２れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
大
会
に
参
加
す
る

松
崎
町
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
が
決

定
し
ま
し
た
。

今
年
も
町
の
部
入
賞
を
目
標
に
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
熱
心
な
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。

松
崎
町
民
の
代
表
と
し
て
、
懸

命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち

に
練
習
・
本
番
と
も
皆
様
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

第１6回市町対抗駅伝大会の様子

コーチ 監 督

第４区 一般（女子） 第３区 小学生（女子） 第２区 小学生（男子）

第１区・第８区・第９区 中高生（女子） 第５区・第７区・第10区
中高生（男子）

土 屋 武 彦さん

（松崎中教諭）

高 見 武 彦さん

（アドホックヤマダ）

山 本 佳 穂さん

（浜松医科大４年）

矢 野 優 歌さん

（松崎小６年）

山 田 吏 希くん

（松崎小６年）

佐 野 春 奈さん

（松崎高２年）

山 田 采 礼さん

（松崎中２年）

関 まどかさん

（松崎十字の園）

佐 藤 彩 音さん

（松崎小６年）

奥 村 海 大くん

（松崎小６年）

関 愛珠果さん

（松崎高２年）

高 見 育 美さん

（下田高３年）

矢 野 瑞 葵さん

（松崎中２年）

第11区 一般（男子）

舩 津 弘 貴さん

（下田消防署）

石 田 達 也さん

（河津町臨時職員）

第６区 40歳以上
（男女不問）

竹 内 聡さん

（竹内園）

三枝 まことさん

（清水西高教諭）

第１7回大会松崎町チーム集合写真

大 場 康 平さん

（下田高３年）

竹 内 和 樹さん

（松崎高１年）

（松崎中３年）（松崎中２年）

深 澤 颯さん山 本 崚 矢さん

船 津 慧 悟さん

（松崎高２年）

月月
３３
日日（
土
（
土
））

時
ス
タ
ー

時
ス
タ
ー
トト

１２１２

１０１０

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！！
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松
崎
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
希
望
者

人
が
参
加

４１

し
て
、
９
月

日
（
木
）
か
ら

２２

２４

日
（
土
）
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、

松
崎
高
校
の
宿
泊
施
設
「
龍
門
館
」

に
て
、「
ま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿
」

を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
夕
食
を
各
家
庭
で
済

ま
せ
て
か
ら
龍
門
館
へ
集
合
し
、

開
級
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
級
式
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援

し
て
い
た
だ
く
皆
様
の
紹
介
、
通

学
合
宿
の
目
的
や
共
同
生
活
の
ル
ー

ル
等
の
説
明
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
自
己
紹
介
や
翌
日
の
夕
食
用

食
材
の
買
い
物
相
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

龍
門
館
到
着
後
、
う
わ
ば
き
洗

い
、
お
風
呂
掃
除
、
夕
食
の
準
備

等
の
家
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
３
日
目
は
、
起

床
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
と

一
緒
に
朝
食
準
備
か
ら
始
め
ま
し

た
。
み
そ
汁
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
炒
め

作
り
や
配
膳
等
、
皆
で
役
割
を
分

担
し
て
家
事
を
進
め
ま
し
た
。

朝
食
の
片
付
け
が
終
わ
る
と
、

荷
物
の
整
理
等
の
帰
り
の
準
備
を

し
て
、
昼
食
の
お
に
ぎ
り
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
お

に
ぎ
り
の
形
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
方
た
ち
の
指
導
の
も
と
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
、
仲
間
と

共
に
過
ご
し
た
施
設
を
清
掃
し
、

昼
食
で
自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
に

ぎ
り
を
食
べ
、
２
泊
３
日
の
全
日

程
を
終
え
ま
し
た
。

・
は
じ
め
て
自
分
で
う
わ
ば
き
を

洗
っ
て
、
き
れ
い
に
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
片
づ
け
ら

れ
る
も
の
は
先
に
片
づ
け
て
お

く
と
手
際
よ
く
食
事
の
準
備
が

で
き
る
と
教
わ
っ
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
料
理
の

コ
ツ
な
ど
を
教
わ
っ
て
お
い
し

い
ご
は
ん
が
で
き
た
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
年
齢
の
異
な

る
小
学
生
が
、
家
庭
を
離
れ
た
環

境
で
、
共
同
生
活
し
な
が
ら
登
下

校
す
る
も
の
で
す
。
日
常
生
活
に

必
要
な
生
活
能
力
を
習
得
す
る
こ

と
や
、
子
ど
も
の
活
動
を
地
域
の

大
人
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
交

流
を
深
め
、
地
域
と
子
ど
も
・
家

庭
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
ど
な
た
が
実

施
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
規
模
の

要
件
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

地
域
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
・
子
供

会
で
も
実
施
で
き
ま
す
。
県
か
ら

補
助
金
も
出
ま
す
の
で
、
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

開級式

食材購入

カレー作り煎茶体験

ニュースポーツ大会

１
日
目

夕
食
後
は
、
全
員
で
片
付
け
を

終
え
る
と
、
２
班
に
分
か
れ
、
地

域
の
方
の
指
導
の
も
と
、
煎
茶
体

験
を
行
い
、
お
茶
の
作
法
を
学
び

ま
し
た
。

まま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合

ま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿宿

２
日
目
は
、
各
家
庭
で
の
生
活

よ
り
少
し
早
起
き
を
し
て
、
ふ
と

ん
の
整
理
や
朝
食
作
り
、
片
付
け
、

学
校
へ
行
く
た
め
の
身
支
度
等
を

自
分
た
ち
で
行
い
、
元
気
に
登
校

し
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

班
ご
と
で
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
一

緒
に
、
予
算
内
で
夕
食
の
材
料
や

デ
ザ
ー
ト
を
購
入
し
て
か
ら
龍
門

館
へ
帰
り
ま
し
た
。

２
日
目

夕
食
は
、
５
班
に
分
か
れ
、
自

分
た
ち
で
買
い
揃
え
た
具
材
で
カ

レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
班
ご
と
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
レ
ー
が
で
き

ま
し
た
。

３
日
目

参
加
し
た
感
想
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「
松
崎
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
町
職
員
の
給
与
等
、

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び

他
の
市
町
村
等
、
な
ら
び
に
民
間

事
業
所
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
定

め
る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に

支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議

会
議
員
や
各
種
委
員
等
の
特
別
職

に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
普
通
会
計
決
算
に

２７

占
め
る
人
件
費
の
割
合
は

・
２

１７

㌫
を
占
め
、
内
訳
は
左
図
に
示
す

と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

●期末・勤勉手当

計１２月６月区 分

２．６月分１．３７５月分１．２２５月分期 末

１．６月分０．８月分０．８月分勤 勉

（平成２８年４月１日現在）

※役職により課長職１５％、課長補佐・係長相当職１０％、主任主
査相当職５％が月額に加算されます。

●主な諸手当

内容および支給単価区 分

支給なし地域手当

配偶者 １３，０００円
配偶者以外 ６，５００円(配偶者がいない職員の１人目は１１，０００円)
１６～２２歳までの子の加算 ５，０００円

扶養手当

定額を支給３２，５６０円(最高号給の２５％以内)管理職手当

１回につき４，２００円宿日直手当

技 能 労 務 職一 般 行 政 職

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

５１歳１月３０１，６１３円３７歳９月３１０，６５４円

（平成２８年４月１日現在）

●職員の平均給与月額・平均年齢

１人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）

給 与 費 等職員数

計（Ｂ）
期末・
勤勉手当

職員手当給 料Ａ

４９４万円
４億

１，５１５万円
１億
２５７万円

３，５４７万円
２億

７，７１１万円
８４人

※特別職・臨時雇用分は含んでいません。

●給与費等の状況（平成２７年度普通会計決算）

●初任給

年間支給額期末手当月 額区 分

１０，２２９，５８０円

給料月額×１．１５
（役職加算）×
４．１月分

６１２，０００円町長

給

料

報

酬

８，２７３，９２５円４９５，０００円副町長

７，３０４，４５５円４３７，０００円教育長

４，２３３，５４７円

給料月額×１．１５
（役職加算）×
３．０５月分

２７３，０００円議長

３，２２５，５６０円２０８，０００円副議長

２，８９９，９０２円１８７，０００円議員

●特別職の報酬

（平成２８年４月１日現在）

金 額区 分

１７６，７００円大 学 卒一
般
行
政
職 １４４，６００円高 校 卒

１８８，６００円大 学 卒
採
用
後
二
年
経

過
後
の
給
料
額

１５３，０００円高 校 卒

（平成２８年４月１日現在）

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
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【
問
合
せ
】

静
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

０
５
４
（
２
５
１
）
６
２
４
１

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

際
に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

裁
判
所
で
行
わ
れ
る
選
任
手
続
き

の
際
に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁
判判判判判判判判判判判判判判判判
員員員員員員員員員員員員員員員員
制制制制制制制制制制制制制制制制

裁
判
員
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
ぐ
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
回
答
の
内
容
に
よ
り
、
１

年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認

め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
て
、裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送

り
す
る
も
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項

目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返

送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

辞
退
の
申
出
が
で
き
る
時
期
や

期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

●職員の採用、退職の状況(企業会計を含む)

平成２７年度平成２６年度区 分

５人４人採 用 者

２人２人定年退職退
職
者 ２人３人普通退職

１週間の勤務時間１日の勤務時間休憩時間終了時刻開始時刻

３８時間４５分７時間４５分１２時～１３時１７時００分８時１５分

●勤務時間(標準的な職員)
（各年度とも４月１日現在）

●普通会計職員の職員数

合計
技能
労務職

小計
６級５級４級３級２級１級区 分

課長
課長
補佐

係長
主任
主査

主任
主事

主事
主事補

標準的な職名

８４人９人７５人９人７人１３人１３人１５人１８人平成２７年度

８４人８人７６人９人８人１４人１１人１２人２２人平成２８年度

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ

２９

る
人
数
は
、
全
国
で
約

万
３
６

２３

０
０
人
で
す
。（
選
挙
人
名
簿
登
録

者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
約
４

５
６
人
に
１
人
で
す
。）

職員数、任免の状況等

●休暇制度

年次有給休暇、病気休暇、特別休暇 (公民権行使等休暇、証人等出頭休暇、骨髄液提供休暇、ボランティア休暇、婚姻休暇、

産前産後休暇、授乳等休暇、出産介護休暇、慶弔休暇、夏季リフレッシュ休暇、災害休暇、事故休暇、生理休暇、妊娠症状対応

休暇、母子健康診断休暇、母子健康維持休暇、感染症予防休暇、短期介護休暇)、介護休暇、組合休暇、育児休業、部分休業

消化率平均取得日数

１８．７％７．２日

●年次有給休暇の取得状況(平成２７年) ●職員の分限および懲戒処分の状況

懲戒処分分限処分
区 分

戒告減給停職免職降任休職免職

０人０人０人０人０人２人０人処分者数

～～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
～～

裁
判
員
候
補
者
名
簿
が

で
き
る
ま
で

平
成

年
の
裁
判
員
候
補
者
名

２９

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
本
年
１１

月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を

お
送
り
し
ま
す
。（
平
成

年
１
月

２９

１
日
時
点
で

歳
以
上
の
方
に
限

２０

ら
れ
ま
す
。）
こ
の
通
知
は
、
来
年

２
月
頃
か
ら
平
成

年
２
月
頃
ま

３０

で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

裁
判
員
候
補
者
名
簿

記
載
通
知
に
つ
い
て

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓａｉｂａｎｉｎ.ｃｏｕｒｔｓ.ｇｏ.ｊｐ/

（名簿記載通知や調査票、辞退を申し出ることができる事由等に

関する情報はこちらからどうぞ）

・裁判員制度ウェブサイト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｏｕｒｔｓ.ｇｏ.ｊｐ/

（各地の裁判所のウェブサイトは、こちらのウェブサイトより

どうぞ）

・裁判員ウェブサイト
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三
島
年
金
事
務
所
の
職
員
が
相

談
員
と
し
て
、
年
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
加
入
記
録
や
受
給
見
込
み

額
、
年
金
請
求
の
手
続
き
等
が
で

き
ま
す
。

年
金
額
ア
ッ
プ
・

受
給
資
格
を
得
る
た
め
に
は

【
年
金
相
談
】

今
後
の
年
金
相
談
の
日
程
は
、

次
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
様
以
外
の
方
が
相
談
さ

れ
る
場
合
、
委
任
状
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
張
年
金
相
談
で
は
共
済
年
金

に
関
す
る
記
録
が
確
認
で
き
な

い
た
め
、
共
済
組
合
等
に
加
入

さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
回

答
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
相
談
の
受
付
時
間
は
午
前

９
時

分
～
午
前

時

分
・

３０

１１

３０

午
後
１
時
～
午
後
２
時
で
す
。

○
後
納
制
度

過
去
５
年
以
内
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
に
つ
い
て
、
申

し
込
み
に
よ
り
、
平
成

年

月

２７

１０

か
ら
平
成

年
９
月
ま
で
の
３
年

３０

間
に
限
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歳
以

６０

上

歳
未
満
の
方
の
任
意
加
入
中

６５
の
保
険
料
や
、

歳
以
上
で
受
給

６５

権
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
等
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

○
追
納
制
度

全
額
免
除
や
一
部
免
除
（
一
部

納
付
済
み
）、
納
付
猶
予
等
の
承
認

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、

年
１０

さ
か
の

っ
て
納
付
が
で
き
ま
す
。

後
納
制
度
、
追
納
制
度
の
申
込

書
は
役
場
に
も
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
健

康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
等
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成

年
１
月
か
ら

月
ま
で
に
納

２８

１２

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

平
成

年
中
に
納
付
し
た
国
民

２８

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
書
等
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

こ
の
た
め
、
平
成

年
１
月
１

２８

日
か
ら
９
月

日
ま
で
の
間
に
国

３０

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、

月
上
旬
頃
に
日
本
年
金

１１

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提

出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
平
成

年

月
１
日
か
ら

２８

１０

１２

月

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

３１
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

頃
に
送
ら
れ
ま
す
。）

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
不
慮
の
事
故
等
、
万
一
の
時
に

も
対
応
し
て
い
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

場 所相 談 日

松崎町役場

平成２８年１１月１７日（木）

平成２９年１月２７日（金）

平成２９年３月２４日（金）

月

日
は
、
ご
自
身
の
年
金

１１

３０

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確

認
し
、
老
後
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
「
年
金
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
自
身
や
ご
家
族
の
加
入

状
況
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
年
金
記
録
や
年
金

の
見
込
み
額
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の

ご
利
用
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

の
ペ
ー
ジ
の
「
新
規
ご
利
用
登
録
」

ボ
タ
ン
か
ら
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

出
張
年
金
相
談 月

日
は
年
金
の
日

11

30

い

い

み
ら

い

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

ぼ
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町
で
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、

町
が
委
託
し
た
事
業
者
に
よ
る
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
を
無
料
で
取

り
付
け
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
、
安
全
な
住

ま
い
づ
く
り
を
進
め
、
防
災
対
策

の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
世
帯
】

１
坩

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

６５世
帯

２
坩
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
を
含
む
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
厚
生
年
金
・
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人

・
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

３
坩
母
子
家
庭
世
帯
（
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
）

※
利
用
は
、
１
世
帯
あ
た
り
１
回

限
り
で
す
。

※
賃
貸
住
宅
で
は
、
家
主
等
の
了

解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
家
具
】

タ
ン
ス
・
本
棚
・
食
器
棚
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
等
（
１
世
帯
５
品
ま

で
）

※
壁
の
材
質
等
に
よ
り
取
り
付
け

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

事
業
実
施
を
希
望
す
る
方
は
、

月
６
日
（
火
）
ま
で
に
役
場
総

１２務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
か
ら
取
付
（
施
工
）
ま
で
の

流
れ
は
、
後
日
、
回
覧
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

て
同
様
の
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

左
の
表
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
特

別
滞
納
整
理
チ
ー
ム
」
が
行
っ
た

賀
茂
地
区
全
体
の
滞
納
整
理
の
実

績
で
す
。
引
き
続
き
徹
底
し
た
財

産
調
査
と
差
押
え
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
が
、
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

財産調査実績

件 数区 分
１１，５７４件預 貯 金 等
１０，４６６件生 保 ・ 損 保
５１件給 与 等
４９８件そ の 他

税
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。

多
く
の
方
が
、
決
め
ら
れ
た
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

滞
納
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
平

成

年
度
末
ま
で
に
積
み
重
な
っ

２７
た
滞
納
税
額
は
、
町
税
全
体
で
１

億
３
千
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
県
内
の
全
市
町

は
、
静
岡
県
と
連
携
し
て
、
き
ち

ん
と
納
税
し
て
い
る
方
と
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、

月
か
ら

１１

月
ま
で
の
２
カ
月
間
を
『
滞
納

１２整
理
強
化
月
間
』
に
設
定
し
て
徴

収
を
強
化
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
４
月

に
発
足
し
た
賀
茂
地
方
税
債
権
整

理
回
収
協
議
会
「
特
別
滞
納
整
理

チ
ー
ム
」
と
共
同
し
て
、
催
告
書

の
送
付
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
す

と
と
も
に
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
等
の
差
押
え
に
つ
い
て
も

強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
下
田
財
務
事
務

所
で
も
、
県
税
の
滞
納
者
に
対
し

対
象
世
帯
で
は
な
い
世
帯
へ
は
、

補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

補
助
率

２
分
の
１

（
補
助
限
度
額
３
万
円
）

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
に
備
え
て
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

（
災
害
時
要
配
慮
者
世
帯
家
具
固
定
推
進
事
業
）

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

下
田
財
務
事
務
所
納
税
課

（
２
４
）
２
０
１
９

差押実績

金 額件 数区 分

２９，４９０千円

１３０件預 貯 金 等
４３件生保・損保
７件給 与 等
５０件そ の 他

平
成

年
分
の
青
色
申
告
決
算

２８

書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用
紙
等

に
同
封
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
関
す
る
書
類
は
、
対

象
と
な
る
方
に
事
前
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
当
日
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
不
足
す
る
書
類
が
あ
る

場
合
は
、
説
明
会
場
ま
た
は
下
田

税
務
署
で
配
付
し
ま
す
。

税
務
署
へ
の
電
話
は
自
動
音
声

に
よ
り
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

質
問
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

下
田
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

月
～

月
は
、
滞
納
整
理
強
化
月
間

１２

１１

○年末調整等説明会（法人および個人の白色申告者）

時 間ところと き

１３：３０～１５：３０環境センター文化ホール１１月２１日（月）

○青色申告決算等説明会（個人の青色申告者）

※時間ところと き

陰１０：００～１２：００

隠１３：３０～１５：３０
下田市民文化会館大会議室１１月２２日（火）

※陰と隠は同じ内容です。



「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

月
６
日
（
木
）
か
ら
８
日

１０
（
土
）
の
３
日
間
、「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
全
国

の
町
村
、
地
域
、
連
合
の
趣

５７旨
に
賛
同
す
る
企
業
等
か
ら
約

３
０
０
人
の
方
が
当
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
県

知
事
の
基
調
講
演
や
町
内
の
見

学
会
を
通
じ
、
来
町
さ
れ
た
お

客
様
に
松
崎
の
魅
力
を
十
分

に
伝
え
ら
れ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

連
合
に
は
、
小
さ
く
て
も

光
り
輝
く
特
色
あ
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
志
を

も
っ
た
地
域
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
加
盟
団
体

と
情
報
を
共
有
し
、
今
日
ま

で
町
を
活
性
化
さ
せ
る
成
功
事

例
等
の
収
集
、
分
析
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
平
成
２９

年
度
の
予
算
編
成
を
し
て
い
き

ま
す
。

こ
う
し
た
連
携
に
よ
り
得
た

事
例
を
取
り
入
れ
、
予
算
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様

に
町
の
変
化
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
行
政
経
営
の
か
じ

取
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
加
盟
地
域
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
も
切
磋
琢

磨
し
、
町
を
活
性
化
さ
せ
る

施
策
を
実
施
し
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８3

９月１９日の敬老の日を中心に、町内各区で敬
老の日を祝う行事が行われました。
今年度、松崎町では、喜寿が９４人、米寿が82
人、白寿が１人いらっしゃいます。

９月２５日、長八美術館周辺で、長八フェスティ
バルが開催されました。全国漆喰鏝絵コンクー
ル表彰式、中宿通りも含めたサービスコーナー
や演芸大会等、多くの来場者で賑わいました。

10

MyTownTopics～まちのできごと～

敬老の日のお祝い 第３３回長八フェスティバル

１０月１日、常葉大学社会環境学部教授を講師
に、「ふれあいとーふや。」および環境改善セン
ターにおいて、「防災と地域づくり」をテーマ
とした講座が開講されました。

１０月９日、コノハナサクヤヒメとイワナガヒ
メが祀られていることを縁に、富士宮市にて合
同交流イベントが行われ、両市町の太鼓団体の
演奏が披露されました。

常葉大学連携講座 ひめの里交流「響きの和」
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芋
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鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

松
崎
町
出
身
で
、
晩
成
社
を
結

成
し
て
帯
広
市
の
開
拓
に
尽
力
し

た
依
田
勉
三
翁
。
彼
は
丁
寧
な
筆

致
で
、
ほ

毎
日
、
日
記
を
残
し

て
い
ま
す
。
勉
三
が
松
崎
町
に
里

帰
り
し
た
と
き
の
記
録
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

明
治

年

月

日
に
十
勝
を

２５

１１

１６

出
発
。
途
中
東
京
に
滞
在
し
、
１２

月

日
に
松
崎
町
に
帰
っ
て
き
ま

３１
す
。鉄
道
で
沼
津
に
や
っ
て
来
て
、

そ
こ
か
ら
松
崎
丸
に
乗
り
込
み
、

海
路
で
松
崎
に
至
り
ま
し
た
。
依

田
家
の
あ
る
大
沢
に
は
夜
に
到
着
。

約
６
年
ぶ
り
の
帰
郷
で
し
た
。

翌
日
の
元
日
は
、
勉
三
は
兄
佐

二
平
と
と
も
に
、
帰
一
寺
や
中
瀬

家
等
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
赴
き
、

松
崎
で
一
泊
。
翌
日
は
岩
地
・
岩

科
・
道
部
の
家
を
訪
ね
ま
す
。
久

し
ぶ
り
に
顔
を
見
せ
た
勉
三
は
、

開
拓
の
様
子
を
た
く
さ
ん
聞
か
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
は
５
月
５
日
に
出
立
す

る
ま
で
、
の
ん
び
り
と
里
帰
り
を

楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
１
月

日
１５

に
は
「
家
兄
（
佐
二
平
）
ト
談
話

シ
遂
ニ
天
城
行
キ
ヲ
決
ス
」
と
、

兄
弟
で
天
城
山
へ
登
山
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
兄
弟
一
緒
に
鎌

倉
の
円
覚
寺
に
参
詣
し
た
り
、
東

京
に
出
掛
け
た
り
、
大
沢
に
あ
る

玉
林
寺
で
芝
居
を
見
た
こ
と
も
日

記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
佐
二
平
・
勉
三
の
弟
で
あ
る

善
吾
の
北
海
道
行
き
等
、
開
拓
に

つ
い
て
話
し
合
い
も
も
た
れ
ま
し

た
。松

崎
町
で
英
気
を
養
っ
た
の
ち
、

函
館
で
牛
肉
店
を
経
営
し
た
り
、

東
京
で
バ
タ
ー
を
販
売
し
た
り
と
、

勉
三
は
兄
弟
の
補
佐
を
得
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

勉
三
の
緻
密
な
記
録
か
ら
は
、

遠
く
離
れ
て
も
、
ふ
る
さ
と
の
松

崎
町
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
元

の
親
類
、
縁
者
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

姉

妹

都

市

通

信

え
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
役
場
の
補
助
も
必

要
で
す
し
、
後
継
者
と
し
て
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
人
も
出
て

き
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
村
さ
ん
は
毎
年
、

「
全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
も
出
品
し
て
い
て
、
今
年
は

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。「
鏝
絵
」
と
し
て
の
漆
喰

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
鏝
絵
を
始
め
た
の
は
、
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
鏝
絵
を
作
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
始
め
て
み

て
入
江
長
八
の
作
品
を
見
に
行

く
等
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鏝
絵
の
魅
力
や
作

品
作
り
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
だ

ん
だ
ん
と
作
品
が
完
成
し
て
い

く
の
が
楽
し
く
、
夢
中
に
な
り

ま
す
。し
ば
ら
く
休
も
う
と
思
っ

て
も
、
ま
た
次
の
日
に
は
始
め

て
し
ま
う
程
で
す
。
漆
喰
の
味

や
良
さ
を
出
す
よ
う
色
を
つ
け

ず
、
今
後
も
松
崎
の
建
物
を
中

心
に
鏝
絵
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

▲「鏝絵」制作の様子

Profile

なかむら かずお さん

昭和36年から左官職人として

仕事を続け、個人の住宅や町

の施設等の壁塗り、修繕等を

行っています。

また、時間をみつけては倉庫

に出かけ、鏝絵の作品を仕上

げています。

日
々
「
漆
喰
」
と
向
き
合
い
、
後
世
へ
つ
な
ぐ検

帯
広
市
か
ら

依
田
勉
三
の
里
帰
り

中
村
さ
ん
は
、
地
元
の
中

学
校
を
卒
業
後
、
左
官
職
人

と
し
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
現
場
で
親
方
か
ら
仕
事

を
習
い
な
が
ら
覚
え
、
新
築

の
家
の
壁
塗
り
や
修
繕
を
し

て
き
た
そ
う
で
す
。
松
崎
町

は
「
な
ま
こ
壁
」
が
有
名
で

す
が
、そ
の
修
繕
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

な
ま
こ
壁
を
含
め
た
左
官

の
様
子
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
漆

喰
で
で
き
た
壁
は
強
く
、
伝
統

的
で
健
康
に
も
良
い
で
す
。
昔

は
火
事
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

大
切
な
米
を
保
管
す
る
た
め
に
、

蔵
等
に
な
ま
こ
壁
が
使
わ
れ
ま

し
た
。今
は
、な
ま
こ
壁
を
造
っ

た
り
直
す
機
会
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
後
輩
た
ち
が
仕
事

を
覚
え
、
な
ま
こ
壁
の
建
造
物

を
守
る
た
め
に
も
、
仕
事
が
増

NNo.2No.233

中
村

一
夫
さ
ん
（
中
村
）

『備忘』第７巻表紙
勉三手作りの日記帳。第７巻は
松崎帰省中に作成しました。

ぼ
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０３３人（－５人）

男 ３，３３１人（－８人）

女 ３，７０２人（＋３人）

世帯数 ３，０１６戸（－３戸）

転 入 ９人 転 出 ９人

出 生 ４人 死 亡 ９人

（平成２８年９月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
十
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

三

〇

号

改
め
て
み
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
最
近
の
状
況

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（９９月届出分月届出分））

人身事故 １件 （－１）

物損事故 １２件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－１）

平成２８年９月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５８８

松松松

崎崎

文文

芸芸

１

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

「
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」

最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴
を

表
す
と
、「
超
高
齢
社
会
の
到
来
」
と

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
普
及
」
の

２
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
ま
す
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
み
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

２

高
齢
者
を
ね
ら
う
ト
ラ
ブ
ル

日
本
の
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
（
６５

歳
以
上
）
の
方
の
割
合
は
現
在
約
２７

％
で
あ
り
、
今
後
も
上
昇
す
る
見
込
み

で
す
。こ
う
し
た
中
で
、高
齢
者
に
と
っ

て
関
心
の
高
い
「
健
康
」（
例

怪
し

げ
な
健
康
食
品
等
の
催
眠
商
法
）、「
資

産
」（
例

Ｃ
Ｏ
２
排
出
権
取
引
等
詐

欺
的
な
投
資
勧
誘
）、「
自
宅
」（
例

不
必
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
勧
誘
）に

関
連
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
加
齢
に
伴
う
判
断
能
力

の
低
下
に
付
け
込
ん
だ
「
振
り
込
め
詐

欺
」（
例

オ
レ
オ
レ
詐
欺
）
は
高
齢

者
の
被
害
が
依
然
と
し
て
多
い
状
況
で

す
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連
す
る

ト
ラ
ブ
ル

申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
「
申
込
完

了
」
と
し
て
高
額
の
利
用
料
金
の
請
求

を
受
け
る
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
架
空
請
求

や
、実
在
す
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、「
会

う
た
め
に
必
要
」
と
し
て
高
額
の
支
払

い
を
さ
せ
る
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
詐
欺
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
広
告
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
（
例

無

料
サ
ン
プ
ル
品
注
文
の
は
ず
が
定
期
継

続
購
入
）
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

山 本 夕 海女凜
りん

伏 倉

山本幸之助男穂 澄
ほ ずみ

北 区

小 林 俊 博女和 夏
わ か

江奈２

原 一 成男唯 織
い おり

江奈２

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

宣 子７７金 指 鉄 男宮 内

な つ 子９２鈴 木 運 雄門 野

高 文１０１福本佐久平江奈２

ヱ ミ 子８３糸 川 和 夫江奈４

千 代 子９２山 田 武 雄西 区

岩見美穂８４藤 井 久 子南 区

おくやみ申し上げます（死亡）

土
屋
規
矩
子

石

田

宏

岡
う
た
子

細

矢

金

治

斉
藤
み
つ
子

佐

藤

享

夏

目

和

子

小

林

一

男

依
田
ふ
じ
枝

鈴

木

基

松
田
美
智
子

高

橋

信

夫

清

水

高

子

山

本

一

詞

稲

葉

菊

恵

ポ
ロ
リ
落
つ
食
す
ひ
と
な
き
棗
の
実

な
つ
め

一
撃
を
下
界
に
落
す
秋
の
雷

軍
服
の
遺
影
の
若
き
十
三
夜

児
童
等
の
歯
並
び
光
る
九
月
か
な

彼
方
よ
り
貰
ふ
頬
笑
み
後
の
月

シ
ル
バ
ー
カ
ー
連
ね
て
ゆ
く
や
敬
老
日

片
祀
り
せ
ぬ
が
慣
ひ
と
十
三
夜

鍬
を
け
ば
す
か
さ
ず
止
る
赤
と
ん
ぼ

は
る
か
な
る
李
白
を
想
ふ
十
三
夜

花
笑
み
の
や
が
て
妖
し
き
曼
珠
沙
華

対
岸
の
遠
灯
背
に
十
三
夜

と
お

あ
か
り

み
そ
汁
の
具
に
と
宗
太
と
タ
マ
ネ
ギ
と

そ
う

だ

虫
の
音
に
飛
び
込
む
ご
と
く
夜
を
走
り

琉
球
や
若
き
男
女
の
十
三
夜

想
う
事
語
り
か
け
を
り
十
三
夜

－

俳

句－

が
み
ら
れ
ま
す
。

４

お
わ
り
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
手
口
は
こ
れ
ま

で
の
連
載
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
次
々

に
新
た
な
手
口
が
発
生
し
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
う
し
た
被
害
に
遭
う
こ
と
の

な
い
よ
う
、

本
連
載
の

記
事
が
今

後
も
皆
様

の
お
役
に

立
て
る
よ

う
で
あ
れ

ば
幸
い
で

す
。

（
文
と
絵
）

司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
後
、
隔
月
の

掲
載
に
な
り
ま
す
。（
次
回
‥
平
成
２９

年
１
月
号
）


